
ときがわ町社会教育委員会議録 

 

会議の名称 平成 26 年度第 4回ときがわ町社会教育委員会議 

主な議題 ・報告事項 ・協議事項 

開催日時 平成 27 年 3 月 20 日（金） 午後 3 時 00 分～午後 5時 40 分 

開催場所 都幾川公民館 会議室（2階） 

会議録の公開（非

公開・一部非公

開）とその理由 

公開（要点筆記） 

出席委員 委員長   荻野勝治 

副委員長  谷野裕子 

委員    八木原孝造、加藤達男、岩田恵美子、内田文江、強瀬広子、 

市石智明 

事務局 石川安司生涯学習課長、正木彰生涯学習課主幹 

【審議等内容又は概要】 

１ 開会    谷野裕子副委員長 

２ あいさつ  荻野勝治委員長 

３ 会議録署名員選出  谷野委員、市石委員に決まる。 

４ 報告事項 

（１）各委員会等報告について 

・ときがわ町立図書館協議会報告 

報告者  谷野副委員長（図書館協議会会長） 

概要   第 3 回協議会を 2月 25 日に開催した。図書の返却期限を過ぎている未返却者への貸出し

制限について協議を行ったが、貸出制限など罰則等は行わずに催促を行う期限を明確にし、

適正な催促を行うこと以外現状通りの対応を継続することとなった。また、平成 26 年度実

施事業の報告があった。 

質疑等  （委員）返却されない図書は、多いのか。 

     （報告者）引越しなどで本人が転出してしまうケースや専門書の不明などが多い。 

     （委員）図書は、町の財産なので、返却について良い方法を検討していただきたい。 

（２）平成 26 年度事業報告について 

説明者  事務局 正木主幹 

概要   各種事業への協力のお礼を述べ詳細説明は行わない。 

質疑等  なし 

（３）地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部改正について 



説明者  事務局 正木主幹 

概要   文部科学省発行の概要版を基に改正のポイントの 4項目について説明する。 

質疑等  なし 

５ 協議事項 

（１）ときがわ町教育振興基本計画（案）について 

説明者  事務局 石川課長、正木主幹 

概要   教育基本法に基づき「ときがわ町教育振興基本計画」を作成している。計画中の基本目

標４、５の社会教育に関連する施策内容について、ご意見を伺いたい。 

質疑等  （委員）子どもの育ちについて記載はなかったが、子どもの育ちは大変重要で、親の愛

情が少なく育つと親になった時に子どもに愛情を注ぐことができないなど負の連鎖とな

ってしまう。社会教育として子どもの育ちについての記載も重要ではないか。 

     （委員）計画に対し社会教育委員として意見をまとめるために改めて会議を開く必要が

あるか。 

     （委員）社会教育の問題に対し話し合う機会が少なかったように感じている。社会教育

委員活動の形骸化が心配される。 

     （委員）社会教育委員として様々な方が集まっているので、話し合うことは良いと思う。

     （事務局）この計画は、あくまでも教育振興の大きな骨組みであることをご理解いただ

き、そこから伸びる枝葉については、この場ではひとまず計画と切り離していただきた

い。骨組みとしての計画についてご意見をお願いしたい。 

結果    協議の結果、記載内容のとおりとなった。 

（２）社会教育関係団体等への選出委員について 

説明者  事務局 正木主幹 

結果   協議の結果、次のとおりとなった。 

    ・公民館運営審議会  塚本委員、岩田委員、内田委員、市石委員 

    ・町立図書館協議会  久米委員、谷野委員、浅見委員、強瀬委員 

    ・人権政策協議会  浅見委員 

    ・もみじ太鼓まつり実行委員会  八木原委員 

    ・健康づくり開発委員会  山下委員 

（３）平成２７年度事業について 

説明者  事務局 正木主幹 

概要   前回会議で、平成 27 年度事業として夏季パトロールと子育て・家庭教育講座の実施につ

いて決まったが、そのほか社会教育委員として取組むべき事業や活動について、意見を伺

う。 

委員の意見 

・他団体等との意見交換については、教育委員、愛育班があげられた。また、そのほかの団体の選

考も行えると良い。 

・子育て・家庭教育講座については、小学校区ごとに 3回できると良い。 

・関係団体と協力して「赤ちゃんとのふれあい事業」を行いたい。 



・多くの事業を行うには、協議をはじめとして委員の負担も多くなる。委員が負担を感じない範囲

で前進して行きたい。 

（４）その他 

○26 年度の活動を終えて新任委員の感想を伺う。 

・社会教育の活動範囲が広すぎるため、テーマを絞り活動する必要があるのではないか。意味のあ

る社会教育活動にして行きたいと感じた。 

・社会教育や生涯学習のリーダーとなる事が社会教育委員の役割ではないかと感じた。 

・広く浅くの活動で良いのか疑問を感じた。活動の柱を決める必要があると感じた。 

※今後の会議で活動テーマについて協議を行う。 

６ 今後の予定 

・次回の委員会議は、平成 27 年 4 月 24 日（金）午後 2 時からの開催に決まる。 

７ 閉会   石川生涯学習課長 

その他審議会等

の長が必要と認

めた事項 

配布資料（ＰＤＦ形式） 

・平成 26 年度第 4回ときがわ町社会教育委員会議資料 

 


